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『最も綺麗な公衆トイレ』 

LESLEY SENGA 

 

 

昨年、ホニアラ中部の国立図書館の近くに建設された公衆トイレは、最も環境を配慮した公共施設です。 

ホニアラ市議会によって建てられた有料トイレは、月曜日から土曜日まで営業しており、民間人によって管

理されています。 

 

トイレを管理しているフロリー・オロハイアは、一般公開されて以来、施設を利用している人が増えている

のを目の当たりにしています。 

「昨年オープンして以来、ますます多くの人々が施設を利用し始めている」とオロハイア氏は言います。「1

日で最大 200 人が使用します。」と彼女は付け加えました。 

施設には、トイレとシャワーの両方の施設があります。トイレを使用するには 3ドルが必要で、シャワーは

更に 2ドル高くなります。つまり、シャワーを浴びるためには 5ドルが必要となります。 

そして顧客が施設を楽しむために、オロハイアと彼女のチームはトイレとシャワーを 1日に 5回清掃しま

す。 

「清潔さと衛生的な環境は私たちがここで提供するサービスの重要なポイントです。」と彼女は言いました。 

「利用者がサービスを満喫するため、午前７時、午前１０時、午後１時、午後４時、午後６時に施設を清掃

します。結果として、トイレはいつもきれいで、トイレを使う人が増えています。」 

利用者は学生から就労者までといったあらゆる職業の人々です。 

「日によって収入は変わりますが、平均で１日に９００ドルになります。」とオロハイアは言います。 

「ほとんどの人は綺麗に使用しますが、トイレのマナーを教える必要がある人も少数います。」と彼女は言い

ます。 

トイレを使うとき散らかす人が少数いて、中には酔っ払いもいます。 

「しかし、ほとんどの人がトイレを正しく使用する方法を知っています。市議会がトイレを建てたことは素

晴らしいことであり、私たち使用者の責任はきちんと管理することであると私は考えます。何人かの人は考え

方や態度を変える必要があります。トイレはあなたが入り、座り、あなた自身を落ち着かせる場所です。トイ

レがきれいで衛生的であるとき、あなたはトイレにいるのを間違いなく楽しむでしょう。しかし、トイレが汚

かったら、あなたはトイレに座りたくないと思うでしょう。これが皆のために公衆トイレをきちんと管理しな

ければならない理由です。」 

 

サンデースターによるトイレの取材は、オロハイアや彼女のチームがトイレの管理や清掃といった素晴らし

い仕事をしていることを証明しました。 

ホニアラ市で最もきれいな公衆トイレであるのは間違いありません。 

 

トイレについてユニークな特徴もあります。 

日本の政府によって資金を提供され導入された、TSS と呼ばれる汚水処理システムが使用されています。 

TSS（Taisei Soil System）は汚水を電気や複雑なメンテナンスなしで安全で清潔な水に変えます。システム

から水を放流しないので、環境を汚染することはないでしょう。システム上部のお花畑は美化にも良いです。 

TSS はホニアラ市のセント・ニコラス校にも設置されています。TSS は一度設置されたら永久に衰えません。 


